
           女性医療職支援に関するアンケート結果 

実施期間 2017 年 6 月〜9 月  

対象    鹿児島大学病院診療部門 

回答    37 部門中 31 部門から回答 

 

 

 

65% 

23% 

0% 
6% 

6% 

複数主治医制の導入	

既に導入している 

導入していない 

１年以内に導入の予定である 

導入の予定はない 

その他: 

24% 

6% 

28% 6% 

9% 

24% 

3% 

育児中職員の当直・オンコールは？	

当直･オンコールとも完全に免除
している 
当直･オンコールとも回数を減ら
して担当している 
各々の状況に合わせて調整して
いる 
土日の日直のみ担当している 

他の職員と同様に担当している 

該当者無し 

その他 



 

 

72% 
0% 0% 

14% 

7% 
7% 

育児中職員の欠勤にはどう対処していますか	

全て容認している 

基本的に欠勤は認めない 

代替職員が確保できる状況の時
のみ容認する 
当日の状況による 

該当者無し 

当事者の判断に委ねている 

76% 

15% 

9% 

ママ職員・イクメンはいますか？	

いる 

いない 

わからない 

55% 

18% 

27% 

職場にイクボス・イクメンはいますか？	

いる 

いない 

わからない 



 

 

27% 

33% 

37% 

3% 

院内カンファレンスや医局会の設定時間	

月～金曜日の勤務時間内
（8:30-17:15） 
月～金曜日の朝（8:30以前） 

月～金曜日の夕方（17:15以降） 

土曜日 

不定期 

その他: 

43% 

27% 

27% 

3% 

院内カンファレンスや医局会の参加状況	

全員参加 

常勤のみ参加（パートの育児中
医師や職員は不参加） 
その時々で異なる 

その他: 

27% 

24% 

34% 

12% 

3% ワークライフバランス 
業務多忙でワークライフバ
ランスは全く保たれていな
い 

男女ともにワークライフバ
ランスを考えた体制を整え
ている 

主に育児中女性では考慮さ
れているが独身女性や男性
では保たれていない 

その他: 



 

 

15% 

58% 

6% 

18% 

3% 

部局独自の復職支援プログラム	

ある 

ない 

作成中 

対象者がいない 

その他:個別対応 

21% 

40% 

27% 

6% 
6% 

育児中医師が専門医取得する際のサポートは？	

ある 
ない 
今はないが今後検討予定 
その他: 
わからない・無回答 

16% 

13% 

61% 

3% 
7% 

育児中医師の学位取得は？	

学位取得者がおり、研究を継
続している 
学位は取得したが現在研究活
動は行っていない 
学位取得者はいない 

今後検討 

対象者無し 



 

 

9% 

24% 

12% 
40% 

6% 

9% 

医員枠削減による育児休業からの復職への影響	

現在の定数内で特に調整の必要なく育休
からの復職ができる 
定数を超過するため、１名の復職に際し、
他の医師の勤務日数調整が必要 
育児休業者の大学病院への復帰は難しく,
関連施設への出向を検討 
対象者がいない 

大学院生・研究生への転籍 

その他: 

43% 

0% 

33% 

24% 

育児休業からの復職時に利用可能な定数外医員枠があれば？	

利用したい 

必要はない 

わからない 

無回答 

46% 

6% 

24% 

21% 

3% 
女性医師の雇用・スタッフへの登用は	
どうなっていくと考えますか	

既に積極的に雇用・登用が行
われており、今後も継続され
る 

業務内容や講座の状況から積
極的な女性医師の雇用・登用
は難しい 

今は少ないが今後雇用・登用
が増加する方向にあると考え
られる 

わからない 


